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エ ッセ イ

MT白 書への期待

山形大学工学部 教授 横山晶一

   か な り回 復 の き ざ しが 見 えて き た と はい い なが ら 、

  相 変 わ らず 景 気 の 先 行 き は不 透 明 で あ る。 また 、世

  の 中 全 体 に何 と な く元 気 が ない 。 機 械 翻 訳 の 分 野 で

  も、あ る 会社 で は 、機 械 翻 訳 か ら完 全 に撤 退 し、「か

  つ ての 翻 訳 実験 シ ス テム が研 究 室 の 隅 で ほ こ りをか

  ぶ って い て 、動 か して み て も本 当 に動 くか どうか 分

  か らない 」 な ど とい う話 が 聞 こ え て くる。 また 、会

s  社 が 機 械 翻 訳 の 研 究 をや め た ので 、今 は別 の仕 事 を

  してい る とか 、 あ る い は 、か つ て機 械 翻 訳 を は な ぱ

  な し く行 っ てい た場 所 に 、工 場 が 建 っ た の で追 い出

  され て 、今 は狭 い とこ ろ で細 々 と研 究 を続 け て い る

  な ど とい うの を 聞 く と、 こ こ は 、 バ ブ ル は な や か な

  り し頃 、 「研 究 立 国」 や 「基礎 研 究 の 重 要性 」 が声

  高 に叫 ば れ て い た 同 じ国 か と疑 っ て し ま う。

 日本 が こ の よ うな状 態 で あ っ て も、 世 界 は そ れ に

関 係 な く動 い て い る 。特 に、 イ ン ター ネ ッ トに代 表

され る ネ ッ トワー クの 著 しい 普 及 は 、 世 の 中 の シス

テ ム を根 本 か ら変 え る要 因 をた くさん 含 ん で い る,,

   イ ン ター ネ ッ トに接 続 す る と、 一 瞬 に して 、 地 球

  規 模 の 情 報 の 流 れ の 中 に身 を投 じる こ と に な る。 そ

  こ に流 れ て い る膨 大 な情 報(多 くは役 に立 た ない と

● いわれ・が、それでも・れだけ巨大なネ・・ワー・
  上 な ら 、か な りの 量 の 有 用 な情 報 が 流 れ て い る はず

  で あ る)を どの よ う に して的 確 に捕 まえ る か 、逆 に

  言 え ば 、無 用 な情 報 を どれ だ け見 な い で済 ませ るか

  が 、 ネ ッ トワ ー ク世 界 で活 躍 しよ う と考 え る者 の必

  須 要件 に な っ て い る とい っ て も過 言 で は な い,,

 こ の よ うな情 報 は ほ とん どが世 界 共通 語 で あ る英

語 で流 れ て い る 、 だ か ら英語 を もっ と学 ぶ べ きで あ

る とい うの は 、 あ る 意味 で 当 然 な提 言 で あ る 、,しか

しな が ら、 こ の こ とか らす ぐに 短 絡 的 に 、 日本 人 は

英 語 で の議 論 が 下 手(実 は 日本 語 で も議 論 は ド手 で

あ る が 、 訓 練 を受 け て い な い の で 当 然 で あ る)だ か

ら、 国 と して 英 語 を公 用 語 に しよ う とか 、 英 語 を幼

い う ちか ら学 ば せ るた め に、 日本 で 英 語 を公 用 語 に

す べ きで あ る 、 な ど とい う意 見 が 出 て くる の は 、 い

さ さか 乱 暴 に 過 ぎ る、,これ らの 意 見 は 、 この よ うな

情 報 の 巨 大 な 流 れ を前 に して の 、 パ ニ ッ ク的 な受 け

止 め 方 の 一 つ か も知 れ ない 。

 こ うい う意 見 に き ち ん と反 論 す るた め に は 、 有 用

な情 報 は 、 本 当 に英 語 で しか 得 られ な い の か 、 本 当

に情 報 の 流 れ の 中 は英 語 で 満 ちて い る の か な ど とい

う こ と を押 え る必 要が あ る、,また 、 機 械 翻 訳 に 支援

を求 め る こ と に よ って 、 英語 にそ れ ほ ど習 熟 して い

な くて も必 要 な情 報が 得 ら れ るの だ とい うこ と を言

うた め に は、 世 の 中 に イ ン ター ネ ッ ト用 の 機 械 翻 訳

ソ フ トで この よ う な ものが この くらい 出 て い る とい

う、 客 観 的 な デ ー タが な け れ ば な ら ない 。 も ちろ ん

それ らの ソフ トの性 能 が どの程 度 の もの で あ るか も

含め た デ ー タが 必 要 で あ る、,

 機 械 翻 訳 の 解 説 書 や 、AAMTジ ャ ー ナ ル に し ば

しば 載せ られ て い る よ うに 、 市販 の 機 械 翻 訳 シ ス テ

ム の 一 覧 表 、 あ る い は 個 別 の シス テ ムの 紹 介 とい っ

た もの は これ まで に も存 在 して い た、、 しか しなが ら、

上 の よ うな客 観 的 なデ ー タ を積 み上 げて 、た と え ば 、

イ ン ター ネ ッ ト上 には 、 確 か に 英語 の情 報が 、他 国

との橋 渡 しと して 流 れ て は い る が 、実 は 本 当 に 有 用

な情 報 は 、 そ れ ぞ れ の 国 の 入 々が 、 それ ぞれ 自国 の

言 語 で 書 い て い る部 分 に存 在 す る か ら、 多国 語 の機

械 翻 訳 シ ステ ム を開 発 す れ ば よい 、 と誘 え る よ うな

状 態 には 、残 念 なが ら まだ な って い な し㌔ も しこ れ

らの デ ー タが 示 されて い れ ば 、 ヒの よ うな議 論 に 真

向 か ら反 論 で きる。

 先 日の 総 会で,技 術 動 向 調 査 委員 会 の 亀 井真 ・郎

氏 の 述 べ た 「 重 、「語 」 構 造 は,ネ ッ トワー ク ヒで

の 英語 の使 用 状 況 につ い て 、 ま さに 一つ の 見 解 を示

して い る もの とい え る 、す な わ ち 、 多 くの ホ ー ム ペ

ー ジは
、 英語 と自 国語 の2言 語 で 開 設 され て い るが 、
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英 語 の もの は 簡 単 で,余 り更 新 され な い、,しか し、

自国 語 の もの は 、 頻繁 に更 新 され て内 容 も詳 細 で あ

る。 なお 、 私 の 気づ い た こ とで あ るが 、英 語 の版 の

表 紙 を クリ ックす る と、 自然 に 自国 語 の 版 に リ ン ク

して し まう よ うに な っ て い る ホ ー ムペ ー ジ も多 い よ

うで あ る。

 多国 語 の 機 械 翻訳 シス テ ム の開 発 は 、上 の よ うな 、

情 報 を取 得 す る 面 、す な わ ち受 信 面 だ けで な く、発

信 面 で も有 効 で あ る 。 た とえ ば、 自分 の発 信 した い

情 報 の 一 部 を共 通語(と い う よ り上 に書 い た よ うに

橋 渡 し言 語)で あ る 英語 に訳 して 世 界 に向 け て発 信

し、詳 しい情 報 の欲 しい 人 に は、 日本 語 か ら母 国 語

へ の 機 械 翻 訳 シス テ ム を通 じて 見 て も ら う ので あ る。

ネ ッ トワー ク上 で の情 報 交 換 の 巨 大 化 に伴 って 、恐

ら くは 、 今 まで採 算 が と れ なか った 言 語 間 の 機 械 翻

訳 シ ス テ ム も採 算 に 合 うよ うに な る と考 え ら れ る 。

 また 、 こ れ と は別 の話 で あ るが 、 こ れ まで な か な

か実 現 で き なか っ た 、 ロ ーマ ンア ル フ ァベ ッ ト以 外

の 種 々 の文 字 体 系 の 混 在(た と え ば 日本語 と 中 国語

の 簡体 字 の 混 在 な ど 〉 も進 み つ つ あ る。 こ れ らの表

示 の 多様 性 が 実 現 され る こ とに よ っ て 、 ます ます 多

国 語 に よ る コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 盛 ん に な る もの と

考 え ら れ る、,

 これ らの 主 張 を補 強 し、 デ ー タを き ち ん と示 す た

め に は 、 まず 機 械 翻 訳 シ ス テ ムの 現 状 をあ ら ゆ る面

か ら捉 え、 さ ら に将 来 の シ ス テ ムの あ るべ き姿 を的

確 に描 い たref¢rence bookが 必 要 に な って くる。 現

在AAM・ のW・ で進め・れてい・M・ 白書・・期待●

す る所 以 で あ る。

お

!
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総会報告

第9回 通常総会および関連行事の報告

 アジア太平洋機械翻訳協会の第9回 通常総会が、6月18日(金)13時30分 から東京都港区芝公園の機械振興

会館6階 ・6-67会 議室で開催 された。

 本年 も通常総会のあと、委員会研究会の1年 間の成果報告会、ならびにシンガポール政府観光局の講演会

が開催 され、個人会員、法人会員あわせて合計35名 の参加があった。

[行事の全体プログラム]

行 事

第9回 通 常総 会

成 果 報 告 会

講 {貞 会

内 容

第1号 議案 '98年度事業報告

第2号 議案 '98年度決算報告

第3号 議案 '99年度事業計画

第4号 議案 '99年度予算

第5号 議案 理事交替

1.技 術 動 向 調 査 委 員 会   報告

2.市 場 動 向 調 査 委 員 会   報告

3.ネ ッ トワー ク翻 訳研 究 会 報 告

4.MT Summit Vllプ ロ グ ラム 委 員 会 報 告

「最新シンガポールの紹介」

シンガポール政府観光局 森田勝則氏

時 間

13:30-14:15

14二30-16:00

16:0017:00

   [通常総会]

   雨宮運営委員長の司会で定刻 どおり開会し、出席90名(本 人または代理人出席24、 委任状66)で 本総会の

  成立が報告 された。田中会長の挨拶 と議長就任、議事録署名人の選出のあと、 ヒ記の5件 の議案が審議 され、

  いずれも可決承認となった。

   また、第5号 議案は、理事14名 のうち松香茂道氏が退任 し、後任として小高俊彦氏が選任 されたものであ

  る。

   このあと、来賓の通産省機械情報産業局電子機器課長補佐和泉章氏から祝辞があり、14時15分 に終了した。

● なお 、1999年 ・ 月末 時 点 で のAAM・ の 会 員 数 は 法 人 会 員31社 、 個 人 会 員152名 で あ ・・

[成果 報 告 会]

 1998年 度1年 間 の 活 動 成 果 が 、 技 術 動 向 調 査 委 員 会 ・亀 井 真 一一郎 委 員 長 代 行 、4f場 動 向調 査 委 員 会 ・坂 本

義 行 委 員 長 、 ネ ッ トワー ク翻 訳 研 究 会 ・横 山 晶 一 座 長 か ら 各 々資 料 に も とつ い て 報告 され た

 また 、本 年9月 に シ ン ガ ポー ルで 開催 され るMT Summit V皿につ き、辻 井潤 ・プ ロ グラ ム 委 員 長 か ら説 明

が あ っ た。

[講演 会]

 「最 新 シ ンガ ポ ー ル の紹 介」 と題 して 、 シ ンガ ポ ー ル政 府 観 光局 、 森 田勝 則iLか ら ス ラ イ ドや 豊富 な パ ン

フ レ ッ トに よ りて い ね い な ガ イ ダ ンス が あ っ た、,
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MT Summit

MT Summit Vd参 加 の ご案 内

アジア太平洋機械翻訳協会

     会長 田中穂積

 ア ジア太 平 洋 機械 翻 訳 協 会(AAMT)は 、 こ の9月 に第7回 機 械 翻 訳 国 際 会 議 「MT Summit剛 を シ ン

ガ ポ ー ルで 開催 い た します 。

 日本が 提 唱 して始 まっ た 「MT Summitは 、1987年9月 に箱 根 で 第1回 会議 を 開 催 した あ と、2年 ご と に

ア ジア 太 平洋 地 域 、 ヨー ロ ッパ 、 ア メ リ カの順 で 開 か れ 、 グ ロ ー バ ル な機 械 翻 訳 の 発展 と交 流 に 大 き な成 果

を あ げ て参 り ま した。

 今 回 の会 議 は 、 多 くの 論 文 応 募 が あ り、 また 多 くの最 先 端 の講 師 を招 待 す る こ とが で き、 か な り質 の 高 い

プ ロ グ ラ ムが 編 成 で きた と 自負 して お ります 。

・のたび、皆様をお迎えす・輪 も整いましたので、ぜひご参力,いただき一緒に議論 、ていただきます、●

うこ こ に ご案 内 申 しあ げ ます 。

記

1.会 議 の 名 称 MT Summit V (第7回 機 械 翻 訳 国 際 会議)

2.主 催および後援等

       主催  アジア太平洋機械翻訳協会

       後援  通商産業省

       協力  社団法人 日本電子工業振興協会

           財団法人 国際情報化協力センター

       協賛  杜団法人 日本翻訳連盟、社団法人日本翻訳協会、

           社団法人 情報処理学会、社団法人電子情報通信学会

           社団法人 人工知能学会、財団法人日本情報処理開発協会

           言語処理学会、テクニカルコミュニケーター協会

3.開 催 期 間 1999年9月13日(月 〉～17日(金 〉の5日 間

9月13日 (月)Tutorials

  14日 (火)Conference, Exhibition, Reception

  15日 (水)  〃    〃 ,Banquet

  16日 (木)  〃    〃

  17日 (金)Workshop

4. 会 場 シ ン ガ ポ ー ル 国 立 大 学 内 Kent Ridge Digital Labs

5. プ ロ グ ラ ム

   8、9ペ ー ジ に 掲 載 い た し ま し た 、,

  詳 し くは 次 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さい 、,

(1) プ ロ グ ラ ム 関 係:http:〃www.jeida.or.jp/aamt/mts 99.html
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(2)シ ン ガ ポ ー ル の ロ ー カ ル イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 関 係:hup;〃www.krdLorg.sg/mts 99/

(3)参 加 申 込 関 係:http:〃www.krdl.org.sg/mts 99/register.htm

  6.参 加 申込 み の ご案 内

    参 加 の受 付 け は 、 シ ンガ ポ ー ルサ イ ド(Local Organizing Committee)が 担 当 します の で 、 そ ち らに 直接

   申 し込 ん で くだ さい。

    申 込締 切 日は 、8月20日(金)と い た し ます 。

   (1)登 録 費用 は次 の とお りで す 、,シ ンガ ポ ー ル ドルで す の で 、1S$=約75円 で計 算 して くだ さい、,

      ① 会議 登録 料    一般  S$380  学 生  S$200

      ② チ ュ ー トリア ル     S$150

      ③ ワ ー クシ ョ ップ     S$50

      ④ バ ンケ ッ ト      S$50

   (2)シ ンガ ポ ー ルの ホ テ ル

・     シ ンガ ポ ー ルサ イ ドか ら二 つ の ホ テ ル を紹 介 い た だ い て お ります の で 、 ご利 用 くだ さい、,

      ① ガ ー デ ンホ テ ル      (Garden Hotel)

      ② コプ ソー ンオ ー キ ッ ド   (C・pth・rne Orchid)

   (3)AAMTの パ ッケ ー ジ ・ツ アー 企 画

     会 員 の皆 様 が 参 加 しや す い よ うに 、jTBと タ イア ップ して パ ッケ ー ジ ・ツア ー を企 画 い た し ま した、,

    エ コノ ミー クラ ス な らば登 録 料 を 含 め て も20万 円 以 内 で 納 ま る よ う努 力 し ま した の で 、ぜ ひ ご利 用 くだ

    さい。

      ① 名称: MTSummit VII調 査 団

      ② 日程: 9月12日(日)12:00成 田発

           9月18日(土)7:00成 田着

      ③ 費用: 5泊7日 の航 空 券 、 ホ テ ル代 で

            エ コ ノ ミー クラ ス   154,000円

            ビ ジネ ス クラ ス    298,000円

      ④ 登録 料 は 含 まれ て お り ませ ん の で 、 直接 シ ン ガポ ー ルサ イ ドに 支払 うか 、 も し くは 、JTBに 代 行

       依 頼 を して お支 払 い くだ さい。

      注)な お 、 シ ンガ ポ ー ル は 入 国時 に6ヶ 月以 上 の パ スポ ー ト残 存 期 間 が必 要 です の で ご注 意 くだ さ

●   い.

7.連 絡 、 問 合 せ 先

(玉)シ ン ガ ポ ー ル ロ ー カ ル ア レ ン ジ メ ン ト ・コ ミ ッ テ ィ(Vicky Chen)

   E一 メ ー ル:     vicky@krdLorg.sg

   TEL:            65-874-2003

② 株 式 会 社 イ ン タ ー グ ル ー プ(山 畑 、 菅 原)

   E一 メ ー ル:     secret-4@tokyo.intergroup.cojp

   TEL:            03-3479-5311

(3)AAMT事 務 局(村 田 、 中 島 、 高 田>

   E一 メ ー ル:     aamt OOO1@infotokyo.ne.jp

   TEL:             03-5473-7135

   ホ ー ム ペ ー ジ:   http:〃www.jeida.or.jp/aamU
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MT Summit

MACHINETRANSLATION SUMMIT Vd

  "MT in the Great Translation Era"

September 13-17,1999, Singapore

The seventh Machine Translation Summit, organized by the Asia‐Pacific Association for Machine Translation(AAMT),

will be held at Kent Ridge Digital Labs on the campus of National University of Singapore from 13to 17September

1999.AAMT invites all who are interested in any aspect of machine translation‐researchers, developers, providers,

users, and watchers‐to participate in the conference.

The schedule of MT Summit VIIis outlined as follows

Monday,13September

Tuesday,14September

Wednesday,15September

Thursday,16September

Friday,17September

Tutorials

Main conference Exhibition

Main conference Exhibition

Main conference Exhibition

Workshop

Reception

Banquet

To rcgistcr, Plcasc gcビregistraこk)n lbrm°'from

       http://www.krdl.orgsg/mts 99/registechtm

and send it to the secretariat of MT Summit whose address is on the top of the form.

Please consult the website for further information

full program for the main conference, and workshop,

      http://www.jeida.or.jp/aamt/mts 99.html

venue and local information, registration and hotel accommodation,

      http://www.krdLorg.sg/mts 99/

By a‐mail,please contact

            secrc吐 一4@tokyo.intergroup.cojp(Japan)

            vicky@krdLorg.sg(Singapore)

We hope to see you there!

Hozumi Tanaka, President of AAMT

Jun'ichi Tsujii,Chairof Program Committee

Low Hwee Boon, Chairof Local Organization CommiUee
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The History of MT Summit

1s[

2nd

3rd

4th

5th

6th

7th

Organizer/Conference Site

AAMT/Hakone, Japan

EAMT/Munich, Germany

AMTA/Washingron, U. S.A.

AAMT/Kobe, Japan

EAMT/Hemicycle, Luxembourg

AMTA/San Diego, U. S. A.

AAMT/Singapore

Datc

Scpt.17-19,1987

Aug.16-18,1989

July 1-4,1991

July 19-22,1993

July 10-13,1995

Oct.29‐Nov.1,1997

Sept.13-17,1999

Participants
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MACHINE TRANSLATION SUMMIT VII

"MT i
n the Great Translation Era""

September 13-17,1999, Singapore

Timetable

September13(Monday)

Tutorials

September 14(Tuesday)

Auditorium

圏 Keynotespeech
11:10

12:1

11:Invited talk

Prof. Mar七n Ka

Room-B Room-C Gallery

13:30

14:3

14:40

15:40

S1:Controlled

塑

S2:Localization

G1:MT

methodologies

G2:Example一

based MT

16:00

17:30

PN1:International

co-operation-From
            ,

G3:Multilingual

fundingagencies'
human language

pointofview
technologies

Scheduled

demos by

exhibitors

Lunch

PS1:

Poster

session

(1)
-4

topical
notes
5

system
reports

Coffee

Break

Exhibition

Reception
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September15(Wednesday)

9

0

 

T

T

T

O

*
-

T

r
 

11:20

12:20

Auditorium

S3:MT in each area

12:Invited talk

(Prof. Toru
Nishieaki

・..

G4:MT evaluation

G6:Translation

tools

Room-C

G5:Multilingual

information

processing

D1:C-Star

demo

Gallery

PS2:

Poster

session

②
 6

topical

notes

‐4user

studies

Exhibition

團S4:MT and speech
G7:Language

resources

G8:System

resentation(1

Lunch

Coffee

Break

15:3    PN2
:MT evaluation17

:00

G9:Knowledge

extraction

D2:Language

resources demo

Exhibition

Banquet

September16(Thursday)

O

M

9

α

 

1

Auditorium

S5:MT from the

research

perspective

α

t

ri

 

11:50

12:20

S6:Views from

users

PL2:IAMT session

Room-B

G10:Statistical

methods

S7二MultilinguaI

information

access

Room-C

G11:System

resentation(2

G12:Asian

language

processing

Gallery

PS3二

Poster

session

-5

topical

notes

 5

system

re orts

Lunch

Exhibition

13:40

14:40

14:5

16:30

16:3

16:50

13:Invited talk

Dr. Jo Lernout

S8:MT for the next

centu

PL3:Closingsession

September17(Friday)

Workshop on Machine Translation for Cross Language Information Retrieval
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留学生雑感

「機 械翻訳 に期待 す ること」

東京外国語大学、文部省国費研 究生Danny Minn

略歴

 氏名

出身

国籍

経歴

Danny Minn(ダ ニ ー ・ミ ン) 1970年

生 れ

ア メ リカ ・オ レゴ ン州 ・ポ ー トラ ン ド市

ア メ リカ

青山 学 院 大学 国 際 政 治経 済 学 部 に て 交換

留 学 後

ポ ー トラ ン ド州立 大 学 国際 関 係 学 部 卒 業

ドレー ク ・ビー ム ・モ ー リ ン社 勤 務

現 在 、文 部 省 国 費研 究 生 と して 東 京 外 国

語 大 学 に在 籍 、AAMT会 員

自 己紹 介 と研 究 テ ー マ

 私 は不 思 議 な ア メ リカ 人 です 、,なぜ か,そ れ は き

っ とほ とん どの 日本 人に とっ て ア メ リ カ 人 とい う言

葉 を聞 いた 時 の 第 一 印 象 は 白 人 だか らで す 。 私 は 沖

縄 米 軍 基 地 生 まれ の 韓 国 系 ア メ リ カ 人で す,、父 は 翻

訳 者 と して ア メ リカ の政 府 に勤 め てい ま した,7歳

まで沖 縄 で 育 ち ま した が 、 ア メ リ カの 学 校 へ 通 って

い ま した,,つ ま り、 日本語 の 勉 強 は して い なか った

の です が 、 日本 の 文 化 に は触 れ る こ とが で きた よ う

に思 い ます 、,特に 、 今 も 日本 の テ レビ番 組 や 食 べ 物

を よ く覚 え て い ます 、,父は私 に英 語 を中 心 に学 ん で

欲 しい と考 え て い ま した か ら、 韓 国 語 も勉 強 し ませ

んで した 、,だか ら、 もっ と詳 し く言 え ば 私 は 韓 国 語

の 話 せ ない 、 日本語 な ら まあ まあ 話 せ る 沖縄 米 軍 基

地 生 まれ の 韓 国 系 ア メ リカ 人で す 、

 沖縄 か らア メ リカの オ レゴ ン州 に 引 っ越 して か ら

16年 間 、 一一生 懸 命 に ア メ リ カの 文 化 に 同 化す る よ う

頑 張 り ま した、,オ レゴ ン州 の ポ ー トラ ン ド州 立大 学

に 入 っ て国 際 関 係 学 部 を選 ん で か ら、世 界 の時 事 と

歴 史 に 興味 を持 つ よ うに な り ま した.特 に 、韓 国 や

日本 、 東 ア ジ ア に ひ きつ け られ ま した 結 局 私 は ア

メ リカ国 籍 を取 得 して も精 神 的 に物 足 りませ んで し

た、、世 界 を探 検 した か っ た の です 。

 1994年 に 日本 へ や っ と戻 っ て き て 、 青山 学 院 大 学

の 国際 政 治 経 済 学 部 で1年 間 の交 換 留 学 をす る こ と

が で き ま した。 も ち ろ んす ば ら しい経 験 で したが 、

日本 語 が 一 年 間 で ペ ラペ ラ に なれ る訳 はあ りませ ん。

1995年 にポ ー トラ ン ド州 立 大 学 の 国 際 関 係 学 部 を卒

業 して か ら もず っ と 日本 語 の 勉 強 を続 けた くて 日本

に戻 りたい と思 って い ま した 。 そ して 去 年 の10月 、

私の夢が現実になりました。現在は東京夕玉国語大学●

で 文 部 省 国 費研 究 生 と して 日本 語 の 勉 強 を して い ま

す 。 日本 語 の 勉 強 を しなが ら国 際 コ ミュニ ケー シ ョ

ン にお け る新 しい 多 言 語 ソ フ トウ ェ アの 及 ぼ す 効 果

を研 究 した い と考 え て い ます 。

 この研 究 テ ー マ を選 ん だ 理 由 は 自分 の 大 学 で の経

験 、 職 業経 験 に 基づ い て い ます,,例 え ば 、 幸 運 な こ

と に 日本 、 シ ン ガポ ー ル 、 韓 国 、 香港 、 中 国 の 雲 南

省 、 タ イ、 マ レー シア 、 お よび ヨー ロ ッパ の 十 ヶ国

を含 む 多 くの 国 に 旅行 す る こ とが で きた とい う こ と

が あ ります 、、こ の こ とで 、 異 文 化 を理 解 す る こ とが

あ る程 度 身 に付 き、 また 国際 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに

ひか れ る よ うに な っ た の です 。 また ポ ー トラ ン ド州

立 大学 と青 山学 院大 学 で は 日本 の 言語 と文 化 、 国際

政 治 、歴 史 、異 文化 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 含 む 国際

関係 学 を専 攻 し ま した。 家 庭 にお い て も、仕 事 場 に

お い て も・私 は欄 … ビュ ー ・をイ吏・ てお り・ ●

今 や コ ン ピュ ー タは私 の 生 活 にお い て 、欠 かせ ない

道 具 に な り ま した,、私 は テ ク ノロ ジ ーの 発 展 と その

社 会 に 及ぼ す 効 果 に非 常 に興 味 が あ り ます 、,これ ら

の 点 と私 の 家 族 の バ ック グ ラ ウ ン ドを 考 え る と わ り

と 自然 に この研 究 テ ー マ が 頭 に浮 か び ま した 、,

勉 強 計 画

 人間 の 言 葉 を翻訳 す る ソ フ トウ ェア は まだ完 全 な

もの か らは ほ ど遠 い し、 お そ ら く 人間 に よる 翻 訳 に

完 全 に 取 っ て代 わ る こ とは な い で しょ う しか し、

機 械 翻 訳 ソ フ トウェ ア の技 術 は急 速 に 進 歩 して い る

の で 、 個 人 や 企 業 、政 府 に とっ て 貴 重な もの に な り

得 ます 、、 も うす で に 多 くの 翻訳 ソフ トウ ェ アが 存 在
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して い ます 、,現在 の テ ク ノ ロ ジー を使 っ て 、 ワー プ

ロで 書 か れ た 書 類 や 電 子 メー ル 、 ウ 」一ブ ペ ー ジ等 を

簡 単 に翻 訳 す る こ とが で き、 驚 くほ ど よい 結 果 が 出

て い ます 。 コ ン ピ ュー タ と ソ フ トウ 」一ア ・テ ク ノ ロ

ジー は 急 速 に進 化 して お り、 翻 訳 ソ フ トウ ェ ア も同

様 で あ る こ とは 明 らか で す,,さ らに は 、 「あ る分 析

者 は 、 翻 訳 ソ フ トウ ェ ア市場 は1995年 の 二 億 ドルか

ら2000年 には 十 五 億 ドルに 達 す る と言 っ て ます 。 も

っ と も大 き な成 長 は 日本 語 の 翻訳 に 見 られ るだ ろ う

と人 々 は 期 待 して い ます。」(Computerworld,1995年

10月23日 、p.81)

   これが事実であるならば、深 く研究するに値する

・  と思 わ れ ます 。 私 は翻 訳 ソ フ トウ ェ アは 国 際 コ ミュ

  ニ ケー シ ョン に大 きな イ ンパ ク トを及 ぼ す と考 えて

  い ます 。 しか し疑 問 点 もい くつ か あ ります 。 そ の ソ

  フ トウ ェ ア は文 字 通 りの 意 味 と比 喩 的 意 味 の 違 い を

  認 識 で きる の で し ょうか 。 コ ミュニ ケー シ ョ ンにお

  け る誤 解 は お きな い ので し ょうか 、,その ソ フ トウ ェ

  アが 信 頼 で きる もの に なれ ば 、 人 々が 外 国 語 を学 ぶ

  こ とを 止 め て し ま うの で は ない で し ょう か、,人間 の

  相 互作 用 に幾 分 で も影響 を与 え る よ うに な る ので し

  ょ うか、,これ らの 疑 問点 に 答 え る ため に 、私 は以 ド

  の こ と をす る つ も りで す,,

1.さ ま ざ ま な ソ フ トウェ ア ・プ ロ グラ ム を 試 す こ

 とが で き る程 度 に、 自分 の 日本語 能 力 を高 め ます 、、

2.世 界 の 翻 訳 ソ フ トウ ェア の現 在 の状 況 を研 究 し、

後 に 日本 語 と英 語 の ソ フ トウ ェア に 焦 点 を当 て て

研 究 し ます 、,

3.現 在 の 翻 訳 ソ フ トウ ェ ア ・ユ ー ザ ー に イ ン タ ビ

 ュ ー し、調 査 し ます 、,

4.翻 訳 ソフ トウ ェ ア に関 す る利 点 と問 題 点 を推 論

 し ます 、、

5.国 際 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンにお け る翻 訳 ソ フ トウ

 ェ ア の 及 ぼす 効 果 を リポ ー トします,,

6.翻 訳 ソフ トウェ ア の将 来の 動 向 とそ の効 果 を予

想 し ます,,

 そ の 他 、将 来 の 動 向 の 一 つ と してY.if i/"認 識 ソフ ト

ウ ェ ア との 関 係 が 挙 げ られ る で し ょ 飢,現 在 音声 認

識 ソ フ トウ ェ アは 翻訳 ソフ トウ7、ア よ り進 歩 して い

ます,,95%の 正確 さで 英 語 の 単 語 を 認 識 し、綴 る 事

が で き る 製品 を開 発 した と い う ソ フ トウ 」.ア会社 が

い くつ もあ ります,、・1(.f3通の ペ ー スで 自然 に話 され た

言 葉 を も認 識 で き る と も 言 われ てい ます 、 翻 訳 ソ フ

トウ ェ アが 音 声 認 識 ソ フ トウ ェ ア に追 い 付 い た と き

に これ らの..二つ が 結 合す れ ば 、強 力 な道 具 に な る こ

とで し ょう、、そ して その 可能 性 は無 限 大 に な ります 、,

い つ の 日か 日本 人 と ア メ リカ 人が この よ う な同 時 通

訳 ソ フ トウ ェ アの 助 け を借 りて 、お 圧い の 、漢 を話

さず に話 す こ とが で き る よ う に な るか も知 れ ませ ん,

 「10年後 に は 、 テ ー ブ ルの 上 に小 型機 器 を ・つ 置

くだ け で 、外 国 人 と 自 由 に会 話 で き る よ う に な りま

す」。国 とNTTや 松 下 電 器 産 業 な ど約 し ト社 が 出 資

す る 国 際 電 気 通 信 基 礎 技 術 研 究 所(京 都 府)、、その 傘

下 のATR音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 社 長 の 山 本 誠 一は こ

う予 測 す る,、

 同 社 が 昨 年 、開 発 した 日英双 方向 音声 翻 訳 シ ス テ

ムは 、言 い よ どみ や くだ け た 表現 が 交 じるfl常 会 話

を、 話 し手 に最 も近 い 音声 モ デ ル を選 んで 翻 訳 す る、

日本 語 を 英独 中韓 の 各 国語 に 変換 す る 多iiiiiii11"翻

訳 シ ス テ ム もほ ぼ完 成 「 (日 本経 済 新聞 、1999年5

月28日)

 今 の とこ ろ 、 早 い で す が 私 は まだ 先の 勉 強 計 画 の

ス テ ップ ・ワ ンに い ます,、私 の ・番 大 きな障 害 は も

ち ろ ん 日本語 で す 、,日本 語 で 話 す と きは あ ま り問 題

が あ り ませ ん が 、 や は り読 み,垂1・きは非 常 に難 しい で

す,、書 道 な ら漢 字 は とて も楽 しい と思 い ます が 、 数

万 漢 字 を記憶 す るの は 精 神 病 に な る ほ ど大 変 です,,

今 年 私 の 目的 は 精 神 病 を避 け な が ら、研 究 の た め に

大 切 な 本 、 新 聞 、 雑 誌 、 ウ.Lブ ・ベ ー ジ等 を 読 め る

程 度1」本 語 能 力 を改 善 した い で す 、,その次 の ステ ッ

プ は 大 学 院 に 入学 す る こ とで す,今 年 の 秋 色 々な 日

本LE】立大学 院 の 入学 試 験 を受 け る)'!Lで す

英 語 普 及 現 象

 グ ロ ーバ リt一 シ ョ ンは現 在 流 行 して い る 経 済 界

の 言 葉で す 、,貿易 に 大 き く影 響 す るほ か に 、 グ ロー

バ リゼ ー シ ョ ンに は も う ・つ の 大 き な効 果が あ りま

す,、r語 学 的 に 、言う グロ ー バ リゼ ー シ ョン とは 事実

ヒq,.語が 世 界 中 に 普 及 す る こ とを意 味 します 「 実 際

英言吾はL司F祭rl勺にst易 、 浄自斉、 正iC/ii、 イン ター ネ ッ ト

等 の 共 通1語に な っ て い ます こ れ は 世 界 の 多 くの
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人 々、特 に 英語 を話 せ な い 人 々 に不 安 や 不 快 感 を与

え て い ます 、,

 英 語 の グ ロー バ リゼ ー シ ョ ンにつ い て 私 は 矛盾 を

感 じて い ます、,例え ば 、海 外 旅 行 の 際 サ インが 私 の

母 国語 の 英 語 で 書 か れ て い る場 合 、 も ちろ ん 私 に と

っ て は とて も便 利 です 。 しか し、 英 語 を話 せ な くて

不 便 に 感 じる 人 々が 実 は世 界 で は 大 多数 で す 、,

こ れ は 不公 平 だ と思 っ て い ます 。

Hit ParaJc"に 発 表 さ れ た も の で す 、,

言  語

英 語

ドイツ語

日 本語

フ ラ ンス語

スペ イ ン語

ス ウ ェ ー テ ン語

イ タ リア語

使 用 率

82.3

4.0%

1.6%

1.5%

1.1%

1.1%

1.0%

 言 う まで もな く、 日本 は英 語 の グ ロー バ リゼ ー シ

ョ ンが 顕 著 に見 られ る国 で す 。 多 くの 日本 人 は 英 語

の 普 及 と英 語 の 日本 語 へ の 侵 入 現 象 に つ い て 問 題 視

して い ます,,「 岩波 書 店 の 「広 辞 苑 」 は 昨 年 の改 訂

で加 え た1万 語 の う ち 、3,500語 が カ タ カ ナ 語」(日

本 経 済 新 聞 、1999年5月28日)。 この ペ ー ス で続 い た

ら私 は漢 字 の勉 強 をILめ て もい い か も知 れ な い と思

わせ る事 実 で す(!)、,し か し、 残 念 な が ら、 新 しい

カ タカ ナ語 す べ て が 元 々あ る 漢 字 に 取 っ て代 わ る と

い う訳 で は な く、 日本 語 に お い て 漢 字 が そ う簡 単 に

な くな ら ない の も ・方 の 要実 で す 、,私は 漢字 の勉 強

に苦 戦 しなが ら も も ちろ ん 漢字 の 重 要性 、 文 化 的 意

義 を強 く感 じて い ます,,

 今年新 しく登場する非英語のウェブサイトは英語

禦 瀞 僧1辱驚諜 蕪 窺雲混●
わ け で す,,"Global Reach"に よる と新 規 イ ン ター ネ

ッ ト使 用 者 の 中 で 最 も数 が増 加 して い る人 々は 非 英

語 使 用 者 で す 、、

新 ウ ェ ブ ・ユ ー ザ ー

ス ペ イ ン語

日本語

ドイツ 語

フ ラ ンス語

割  合

ll.4

12.3`%

14.0`%

10.0`%

英 語 と イ ン ター ネ ッ ト

(以下 はLcbcrt, Marie‐France作 の ウ ェ ブサ イ ト、

"Multilinguulism on the Wcb"中 の内 容 を参 考 に して

い ます 。)

 英 語 とい う言 語 が 最 大 に影 響 して い る場 所 は イ ン

ター ネ ッ トだ と 言え ます 、,最初 か ら イ ン ター ネ ッ ト

の 主 要 な 言語 は 英 語 です し、今 もそ の 通 りで す が 、

これ か ら他 の 言語 の使 用 が だん だん 増 え て き ます 、

今 は 英語 が圧 倒 的 な 有利 にあ る イ ン ター ネ ッ トの 言

語割 合 も、遅 か れ 早か れ 、 世 界 のF言語割 合 と比 例 し

ます 、、そ の 上 、将 来す べ て の 世 界 の 言語 翻 訳 ソ フ ト

ウ ェ ア を使 っ て ウ ェ ブサ イ ト等 を無 料 で即 時 に 翻訳

で きる よ うに な ります 、,とは い う もの の 、 こ の よ う

な 多言 語 化 の 実 現 には まだ 相 当 の研 究 が 必 要 です,,

 1997年 に"Babcl"(Alis TechnologicsとThc lnternet

Societyの ジ ョ イ ン ト ・ベ ン チ ャ ー)は イ ン タ ー ネ

ッ トの 言 語 割 合 に つ い て 世 界 初 の 大 き な 調 査 を 行 い

ま した 。 以 ドの 結 果 は1997年6月 の.,Web Languages

 非 英語 のG`語 を 母 国語 とす る ウ ェ ブ ・ユ ーザ ー は

概 算 して 約5,570万 人 と され て い ます 、、そ の 上 、母

国 語 と して 英語 を話 す 人 々 は世 界 人口 の6%足 らず

で す 。 (ち なみ に スペ イ ン語 の 場 合 は16%。)ウ ェ ブ

ペ ー ジの80%は 英 語 で 書 か れ て い る に もか か わ らず 、

世界の92%の 人・は英語を話 ・ない ・い う・ ・で ●

す!ワ ー ル ド ・ワ イ ド ・ウ ェ ブ が 世 界 中 に 普 及 す る

に 従 っ て 、 英 語 ウ ェ ブ サ イ トの 制 作 者 は ま す ま す 英

語 使 用 者 の 少 な さ と 国 際 化 の 重 要 さ に 気 づ く こ と で

し ょ う (Stonc,Martha L., ZD Network Ncws)、 、

 1997年12月 に始 まっ た 、"AhaVista Translation"と

い うウ ェ ブサ イ トは 、一 般 の イ ン ター ネ ッ ト使 用 者

が 英 語 の ウ ェ ブペ ー ジを フ ラ ンス語 、 ドイツ語 、 イ

タ リア語 や ポ ル トガ ル語 に 、 また は その 逆 に翻 訳 で

き る ソ フ トウ ェ アで す,,こ の サ ー ビス は 一応 翻 訳 す

る とい うだ け で 、や は り完 全 で は あ りませ ん.あ る

程 度 は 役 に 、Zつか も しれ ませ ん が 、そ の 分 野 や 専 門

に詳 しい 人間 の 翻 訳 者 には も ちろ ん か ない ませ ん,,
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 この よ うな 翻訳 ソ フ トウェ ア が改 善す る の を待 つ

間 に 、 と りあ えず ウェ ブサ イ ト制作 者 が ウェ ブサ イ

トを多 言語 に す る こ とを望 み ます、,多言 語 の ウェ ブ

サ イ トは1ヶ 国語 の もの よ り多 くの検 索 者 を生 み 、

イ ン ター ネ ッ トの 国際 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに貢 献 す

る は ず で す。

  おわりに

   まだ日本語学習中心の研究の初期段階にいる私に

  とって、今後本格的な研究を深めるのはとて も待ち

  遠 しいことです。研究者、メーカー、ユーザー達の

  ため に良い情 報交流 機 会 を作 って頂 いて い る

  AAMTは 私の研究のためになくてはならない存在

・  で す 。AAMT事 務 局 に は 大 変 お 世 話 に な り、深 く

  感謝 して お り ます 。 こ れか ら もよ ろ し くお 願 い 申 し

  上 げ ます 。

   私 は シ ンガ ポ ー ルで この9月 に 開催 され る 「機 械

  翻訳 サ ミッ トW」 に参 加 す る予 定 で す 。 自分 の 研 究

  を深 め る ため 様 々 な ア イデ ア に触 れ るの を楽 しみ に

  して い ます 。 私 は1997年 に3ヶ 月間 シ ンガ ポ ー ル に

  住 み ま した。 滞 在 中 、 シ ンガ ポ ー ルが グ ロ ーバ リゼ

  ー シ ョ ン と英 語 普 及現 象 を ほ ぼ実 現 した模 範 的 な国

  で あ る こ とを強 く感 じ ま した。 異 な る文 化 か ら来 た

国民 は そ れ ぞ れ 中 国 語 、 マ レー 語 、 ヒ ン ドゥー語 、

タ ミル語 等 を 話 す た め 、 道 具 と して 英IL 17が共通=rn cに

な っ て い ます 。 主 に 政 府 の 対 策 で 国民 は比 較 的'「和

的 に一 緒 に住 ん で い ます,,ま た 、東 南 ア ジ ア で抜 群

の経 済 的 成 功 を修 め 、 ハ イテ ク も進 んで い ます,,多

言 語 ソ フ トウ ェ ア や イ ン ター ネ ッ トが発 展 す るの は

当然 の 国 家 だ と い え る で し ょ う、,

 シ ン ガ ポ ー ルで 皆 様 とお 会 いす るの を楽 しみ に し

て お ります 。

参 照 ウ ェ ブ サ イ ト

Multilingualism on the Web, http://www.ceveil.gc.ca/

multieng O.htm#home

Babel,http://www.isoc.org:8080/

AlisTechnologies, hup://www.alis.com/

The Internet Society, http://www.isoc.org/

Web Languages Hit Parade, http://www.isoc.org:8080/

palmares.en.html Global Reach, http://www.euromktg.

com/eng/GR/

ZD Network News, http:〃www.zdnet.com/rdnn/3 index

!

Altavista Translation, hUp://babelfish.al[avista.com/cgi

‐bin/translate?
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新製晶紹介

英 日 ・日英翻訳 ソフ ト

 ATLAS V 6

富士通株式会社

1.は じめ に

 発売 以 来 好 評 をい ただ い て お ります 英 日 ・日英 翻

訳 ソ フ ト 「ATLAS」 を 、 こ の 度V6に バ ー ジ ョ ン

ァ ップ い た し ま した。

 新 製 品 の 「ATLAS V 6」 は 、今 ま で の 機 能 に、

Microsoft Office文 書 を画 面 か ら翻 訳 す る 「MS‐Office

連携 」、英文 ホ ー ムペ ー ジ を レイ ア ウ トをそ の ま ま翻

訳 す る 「ホ ー ムペ ー ジ翻 訳 」 な どが 加 わ り、 さ ら に

使 い や す い翻 訳 支 援 ツ ー ル に進 化 い た しま した 。

2.機 能

2.1 業 界 最 高水 準 の 翻 訳 品 質

 ATLASは 、 意 味 理 解 に 基 づ い た ル ー ル方 式 と、

対 訳 例 を参 照 す る コ ー パ ス方 式 の2つ の 方 法 で 翻 訳

を行 な って い ます。

・基 本 用語 追 加

 時 事 用 語 、 固 有 名詞 な どを3万 語 追 加 し、基 本 辞

 書 の 語 数 が 従 来 の20万 語 か ら23万 語 に な りま した。

 最 新 の ニ ュー ス 記事 も適 切 に訳 します 。

・基 本 訳 例 追 加

 基 本 訳 例 も3万 文 追加 し、従 来 の2万 文 か ら5万

 文 に な りま した。 一層 、柔 らか い表 現 で の 翻 訳 が

 可 能 とな りま した。 ユ ーザ 独 自の 訳 例 も登 録 で き

 ます 。
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一括翻訳画面

2.3 MS-Office連 携

 従 来 のWordに 加 え て 、 Excel、 PowerPointの ツ ー

ル バ ー か ら もATLASの 機 能 が 利 用 で き る よ う に な

り ま した 。 も ち ろ ん 、MS-Office2000に も 対 応 し て

い ま す 。

、oavsm>.娯 鱈ヴ1ゆ ・・一塙o田}壌 髄沸 P曜 ・陶
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2.2 一括 翻訳 でMS‐Office文 書 が 翻訳 可 能

 テ キ ス ト ・OASYS文 書 だ け で な く、MS-Office

文 書(Word, Excel, PowerPoinの やRTF文 書 もフ ァ

イ ル名 を指 定 す る だ け で一 度 に翻 訳 で きる よ う に な

り ま した 。
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2.5 さ らに 充 実 の 対 訳 エ デ ィタ

 独 自 の エ デ ィ ッ ト画 面 に よ り、 文 書 の 入 力 、 翻 訳 、

修正 、訳 語 選択 、学 習 、 保 存 、 印刷 を 行 な うこ とが

で き ます,,原 文 と訳 文 を 対 比 しな が ら、 対訳 形式 で

翻訳 がで き ます 、,V6で は 以 下 の 機 能 を 追 加 し ま し

た。
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・訳 文 ロ ック

 翻 訳 後 ま た は後 編 集後 、確 定 した訳 文 に ロ ック

 をか け られ る よ う に な りま した 。

・訳 例 適 用 の 表 示

 訳 例 が 適 用 され た 訳 文 は 、赤 字 で 表 示 され る よ

 うに な りま した。

・オ ー トセ ー ブ

 ー定 時 間 毎 に編 集 内 容 を メモ リに 自動 保 存 し、

 不慮 の 事 故 で 対 訳 エ デ ィタが 終 了 して し ま って

 も元 通 りに戻 す こ とが で き る よ うに な りま した,,

盟 團劃團 雌 」髄 團 」 蜘 論LJ劃
翻      原文

 at Is Wglcomo Fo章he White MO B1

胃

2.4 ペ ー ジ 翻 訳(ATLAS EJ,ダ ブ ル パ ッ ク の み)

 Netscape Navigatorま た はlnternet Explorerの ブ ラ

ウ ザ に 表 示 され る 英 文 ホ ー ム ペ ー ジ を 、 レ イ ア ウ ト

を そ の ま ま に 日 本 語 に 翻 訳 し ま す,,
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^:1× 2 .6 専 門 用 語 辞 書

   従 来 の 専 門 用 語 辞 'L9分野 す べ て に 新 語 をizo-

  1,800語 登 録 し ま した、,

   新 規 に 「環境 用 語 辞 書 」(1,50()語)が 加 わ り、 全25

  分野 に な り ま した 、,

   専 門用 語 辞 書 フ リー パ ッ クで は 、25分 野 の 辞 書 を

   ま とめ て …度 に イ ンス トー ル で き ます 、、

it lCa-1

ホ ー ムペ ー ジ翻 訳
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3.t'1一 門 用 語 辞 書 一 覧

1.情 報処 理

2.電 気 ・電 子

3,物 理 ・原 子 力

4,機 械

5,1業 化 学

6.プ ラ ン ト

7.L木 ・建 築

8.金 属

9.地 学 ・天 文

10.輸 送

11.自 動 車

12.軍 事

13,農 林水 産

14.生 物

15,[医 学]生 化学

16.[医 学]薬 学

17.[医 学]解 剖学

18.[医 学]疾 患 ・症 状

19.[医 学]精 神 医学

20.[医 学]医 療 機 器

21.金 融 ・経 済

22.法 律

23.ビ ジ ネ ス

19.人 名 ・地 名

25.環 境

102,000言 吾

33,000語

57,000語

57,000言 吾

63,000語

53,000語

33,000語

14,000語

31,000語

37,000語

33,000語

24,000語

23,000語

22,000語

50,000語

24,000語

51,000語

124,000言 吾

28,000語

51,(X)0言 吾

37,000言 吾

7,000語

120,000言 吾

172,000言 吾

1,500語

4.動 作 環 境

動 作OS:Windows98,95,ま た はWindows NT4.0

デ ィス ク容 量 二78MB以 上(EJとJEは 、74MB)

必 要 メ モ リ:32MB以 一i二(OS含 む)

 f面†各 (手見別J) :

ATLAS EJ V 6

ATLAS JE V 6

ATLAS翻 訳 ダブ ルパ ックV6

ATLAS専 門 用 語 辞 書

      シ ン グ ルV6

      フ リー パ ッ クV6

お問い合わせ先

 富士通株式会社

58,000円

58,000円

88,000円

28,000円

78,000円

シ ス テム 販 売 推 進 統括 部 第 三 販 売 推 進 部

〒100-8211東 京都 千代 田 区 丸 の 内1-6-1

            (丸 の 内 セ ン タ ー ビ ル)

TEL:03-3216-7983

受 付 時 間 二月 ～金(祝 日除 く)

     9 :00-12:00/13:00-17:00

URL http://www.fujitsu.co.jp/hypertext/

           softinfolpr/ATLAS1

ヲ
ノ

          '

盛
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新製品紹介

ホ ー ム ペ ー ジの な な め読 み が で きる 翻訳 ソ フ ト

   The翻 訳 イ ン タ ー ネ ッ ト
株式会社 東芝

  1.は じめ に

   東 芝 は 、 イ ン ター ネ ッ ト用 英 日/日 英翻 訳 ソフ ト

  ウ ェア の 新 製 品 と して 、 ホ ー ムペ ー ジの 要点 を 自動

  的 に別 ウ ィ ン ドウに 表 示 す る こ とで 、 見 た いペ ー ジ

  の 内容 を簡 単 に把 握 す る こ とが で き る 「The翻 訳 イ

  ン ター ネ ッ ト V4.0」 を 商 品 化 し ま した。

   新 製 品 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ、 メー ル や ニ ュ ー ス の翻

●  訳 とい っ た 基 本 機 能 に加 え 、 日本 語 が 分 か らな い 人

  と英語 が 分 か ら ない 人 との 間 で も、 イ ン ター ネ ッ ト

  上 で メ ッセ ー ジの や り取 りが 簡単 にで きる チ ャ ッ ト

  翻訳 機 能 を搭 載 して い ます 。 更 に 、 か な 漢 字 変換 の

  よ う に 日本 語 を入 力 しなが ら英 語 に翻 訳 で きる 翻訳

  入 力 機 能 を備 え、 ユ ー ザ の 用 途 に合 っ た ツー ル へ の

  翻 訳 結 果 の 入 力 が で き ます 。

   ま た 、 テ キ ス ト形 式 やHTML形 式 、 RTF形 式 デ

  ー タ ば か りで な く、 最 新 デ ー タ形 式 で あ るXML、

  PDF形 式 に も対 応 して い ます 。

2.機 能 の ご紹 介

(1)な なめ よみ 翻訳

 ホ ー ムペ ー ジ の 要点 とな る文 章 や単 語 を 自動 的 に

な なめ 読 み ウ ィ ン ドウ に表 示 し ます 。 この な なめ 読

み ウィンドウ を 読 む こ とで 、ペ ー ジ の 要 点 を簡 単 に把

握 す る こ とが で き ます 。 な な め 読 み ウ ィン ドウの項

目を ク リ ッ クす れ ば 本 文 を呼 び 出す こ とが で き ます 、,

(2)チ ャ ッ ト翻 訳

 イ ン ター ネ ッ ト上 の 会話 ツー ル で あ る チ ャ ッ トに

翻 訳 を ビル トイ ンす る こ とに よ り、 日本 語 が 分 か ら

な い 人 と英語 が 分 か ら ない 人 との 間 で も リア ル タ イ

ム に チ ャ ッ トが で き ます 。

(3)対 訳 ビュ ー ワ

 キ ー 入 力 した 文 や フ ァ イル に保 存 され て い る 文 書

を翻 訳す る際 、 画 面 の左 右 に 原 文 と訳 文 を 表 示 で き

る対 訳 ビュ ー ワ を備 えて い ます 、,対訳 ビュ ー ワで は

ワ ン タ ッチ で メー ルの 内容 を取 り込 ん で 翻訳 す る こ

と もで き ます 、、

(4)翻 訳 入 力 機 能

 キ ー 入 力 した 日本 語 をか な漢 字 変換 の 感覚 で 英 語

に 翻訳 で きる の で 、 英 文 文 書 や メー ルが 簡 単 に作 成

で き ます 。 イ ン タ ー ネ ッ トの 検 索 サ イ トで キ ー ワー

ドを入 力 す る際 に使 用 す れ ば、 日本 語 入 力 で 英語 キ

ー ワー ドを検 索 で き ます ,、

(5)フ ァ イ ル翻 訳

 従 来 の テ キ ス ト形 式 、HTML,RTF形 式 に 加 え 、

響轡響轡響騨 懸響纏__・ 騨 ガ。…一 嘱
㎜ 棄7、.

磁 避 馳 ゜J… く馨.

.,
  い5-

」到徽 寮臥 士分猛2{ン虻

一 一   轟
TOSHIBA

繍 灘 窪裡 雛謝 儲 嵩 瀞 鉦SrllLPC
;1.19ka硫

1998年6月30B
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ユいあ膨 一ト,㈹ン  MAVLノ ート/(YJI   ・朋・M一トバ・・ン .
囑轄牌脇looo  剛 騨8● 酬 戸蟹㎜9リ暫x          n囎95囎q㎜

   真京一一株式会社童芝は、本日、十分なウインドウズ.xペ レーティング・システムを   
翼行して、世界で最も珂く最も軽い66-7イ ズのサブノニトブック・コレピューター、お  
よびリブレットシリーズで最新で最も整urれ てい3モ 丁ルを強化しました。

  褻繊盤 鷺賑 驚 鷲雛薮1戴蕪驚 嫁彦
図1 ななめ読み翻訳
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イ ン ター ネ ッ ト上 の 最 新 の デ ー タ形 式 で あ るXML

やPDF形 式 の デ ー タ を そ の ま ま翻 訳 で き ます 。

HTML,RTF形 式 の 場 合 は 原 文 の レ イ ア ウ トを訳 文

に反 映 します 。

(6)ク イ ッ ク/ワ ン タ ッチ翻 訳 機 能

 マ ウ ス カー ソ ルで 画面 上 の文 字 を指 した だ け で 自

動 的 に翻 訳 で き る ク イ ッ ク翻 訳 や 、文 章 を ク リ ップ

ボ ー ドに コ ピー した だ け で手 軽 に翻 訳 で きる ワ ン タ

ッチ 翻 訳 を装 備 。 イ ン ター ネ ッ ト以 外 の ツ ー ル の文

字 列 も簡 単 に翻 訳 で き ます 。

(7)オ ー トパ イ ロ ッ ト/キ ャ ッシ ュ翻 訳 機 能

  指 定 した 時 刻 に指 定 した ホ ー ムペ ー ジ に ア クセ

ス し、 自動 的 に ダ ウ ンロ ー ドして か ら翻 訳 を行 うオ

ー トパ イ ロ ッ ト機 能 と表 示 中 の ホ ー ムペ ー ジ を その

ま ま ダ ウ ン ロー ドし、 イ ン ター ネ ッ トへ の接 続 を切

断 して か ら翻訳 を行 え る キ ャ ッシ ュ翻 訳 機 能 を装 備

して い ます 。 これ に よ り イ ン ター ネ ッ トの 通 信 費用

を削 減 す る こ とが で き ます 。

3.動 作 環 境

ハ ー ド ウ ェ ア:PCIAT互 換 機 、 PC98シ リ ー ズ

CPU:Pentium以 上 推 奨

メ モ リ:32MB以 上 推 奨(Windows NTで は48MB

以 上 〉

デ ィ ス ク:英 日30MB、 日 英30MB、 両 方 向60MB

ソ フ トウ ェ ア

ファイル⑪ 纏集② 衰示亀9ジ ャンゴ⑥ 伽納職齢㎞セ財⑨ ヘルプω

OS:日 本 語Windows95/98日 本 語Windows NT

Server/Workstation4.0

ブ ラ ウ ザ 翻 訳:Netscape Navigator4.0_4.5,

Microsoft Internet Explorer4.0/5.0

メ ー ル 翻 訳:Netscape Messenger4.0～4.5, Microsoft

Outlook Express4.0/5.0, Microsoft Ou[look98,

Lotus Notes4.51-4.6

ニ ュ ー ス 翻 訳:Netscape Collabra4.0～4.5, Microsoft

Outlook Express4.0/5.0

チ ャ ッ ト翻 訳:Netscape Conference Text Chat4.0-

4.5,Microsoft NetMeeting2.0/2.1

参 照 可 能 な 電 子 辞 書lEPW置NGV2

織 、撒藷 謙 難瀧 窒s贈㎜●

その 他:

イ ンス トー ル 時 に は 、CD-ROM装 置 が必 要 と な り

ます 。

対 応 ツー ル は 全 て 日本 語 版 の み と な り ます 。SDK

等 で 改 造 した ッー ル、 β版 、 プ レリ リー ス版 で の 動

作 は 保 証 い た しませ ん 。

イ ン ター ネ ッ ト情 報 の 翻 訳 には 、 イ ン ター ネ ッ ト接

続 用 ソ フ トや モ デ ム 、 プ ロバ イ ダ との 契 約 な ど イ ン

ター ネ ッ トに接 続 で き る環境 が 必 要 で す 。

本 商 品 に は 、 ブ ラ ウザ ・メー ラ ・チ ャ ッ トッ ー ル な

どの イ ン ター ネ ッ ト接 続 用 ソ フ トや 機 器 は 付 属 して

い ませ ん 。

本 製 品 の 価 格 に は イ ン ター ネ ッ ト接 続 料 金 は 含 まれ

て お りませ ん 。

本 商 品 に は …WING鰭 …b・A…b・ ・は 付 属 ●

して お り ませ ん 。

Microsoft、 Windows、 Windows NTは 米 国 マ イ ク ロ

ソ フ ト社 の 米 国 な らび に そ の 他 の 地域 に お け る 商 標

で す。

本 商 品 に 記 載 の 商 品 名 は 、 一般 に 各 社 の 商標 ・登 録

商標 で す。

腰R騨 「 一 趾洗鋼L-i

お 問 い 合 わ せ 先

 株 式 会 社 東 芝 デ ジ タ ル メ デ ィ ア 機 器 社 コ ン ピ

ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク 事 業 部03-3457-2725

製 品 情 報URL:

http:〃www 3.toshiba.co.jp/cn 3/products/hon _yaku

図2 ク イ ッ ク翻訳
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新製晶紹介

    翻訳エ ンジンの改良 ・辞書の充実で精度が さらにUP
            英 日翻訳支援 ソフ ト

    「PowerE/J翻 訳 こ れ 一 本!Ver.4.0」

「PowerE/J翻 訳 プ ラ ス 辞 書 こ れ 一 本!Ver.4.0」

                               シャープ株式会社

   シ ャー プは 、 翻 訳 エ ン ジ ンの 改 良 と 、翻 訳 辞 書 の

  充 実 に よ り、 翻 訳 精 度 が さら に ア ップ した英 日翻 訳

  支 援 ソ フ ト 「PowerE!J翻 訳 こ れ 一 本!Ver.4.0」 、

   「PowerE/J翻 訳 プ ラ ス 辞 書 こ れ 一 本!Ver.4.0」 を

  新 発 売 い た しま した 。

●   本 ソ フ トは 、 翻 訳 精 度 で 定 評 の あ る 当社 の翻 訳 ソ

  フ ト 「PowerEIJ」 を さら に バ ー ジ ョ ンア ッ プ。 翻 訳

  精 度 の 向 上 を図 る と と もに 、 ホ ー ムペ ー ジ 、 メ ー ル 、

  英 文Word文 書 の 翻 訳 は も ち ろ ん 、 さ ま ざ ま な ア プ

  リ ケー シ ョンで 表 示 され てい る英 文 を 簡単 に辞 書 引

  き ・翻 訳 で き る 「こ こ だ け翻 訳 」 機 能 を搭 載 し ま し

  た。

   さ ら に 、「PowerE1』 翻 訳 プ ラ ス辞 書 これ 一 本!Ver.

  4.0」 に は 本 格 英 和 ・和 英 辞 典 を搭 載 、 英 語 学 習 や

  英 作 文 に便 利 な機 能 も満 載 し、 さ ま ざ まな 用途 に ご

  活 用 い た だ け ます 。

  《翻訳精度の更なる向上》

   翻訳エンジンの改良により、タイトル部の訳出率

  や、辞書未登録語の訳出率が大幅アップ。経済分野

  対応をはじめとして基本辞書も大幅に改良。熟語や

● 動詞句、複合名詞等の連語1青報も強化・ています.
   (1)ヘ ッ ドラ イ ン翻訳 の改 良

   ニ ュ ー ス は 、 ヘ ッ ドラ イ ンだ け で も内容 が 分 か る

  もの 。 省略 な どの特 殊 表 現 が 多 い タ イ トル部 を さ ら

  に正確 に 翻 訳 で きる よ うに な りま した 、,

  〈 翻訳 例>Calif. to Test Fuel Cell Autos

   【V3.0】 燃 料 電 池 自動 車 を テ ス トす る た め の カ リ

  フ ォル ニ ア

   【V4,0】 カ リ フ ォ ル ニ ア は 、燃 料 電 池 自動 車 を テ

  ス トす る で あ ろ う

  一 ご注 意 一 ヘ ッ ドラ イ ン翻 訳 規 則 は、 タグ情 報 な

  ど を解 析 して 、 ニ ュー ス文 と判 定 され た 場 合 にの み

  適 用 され るた め 、1文 だ け で 試 す こ とは で き ませ ん,,

(2)辞 書 未 登 録 語 の 訳 出率 大幅UP

 派 生 語 や 合 成 語 の 処 理 を強 化 す る こ と に よ って 、

翻 訳 用 辞 書 に登 録 され て い な い 単語 もう ま く翻 訳 で

きる よ う に な りま した,,

<翻 訳 例>analogousness

【V3.0】analogousness(辞 書 未 登 録 の た め 翻 訳 され

なか った)

【V4,0】 類 似 性

※形 容 詞analogous「 類 似 して い る」+rncss」

と判 断 → 自動 造 語 処 理 「類 似 性 」

(3)連 語 の 拡 充

 シ ャ ー プ ヨ ー ロ ッ パ 研 究 所(英 国 オ ッ ク ス フ ォ ー

ド)と の 共 同 研 究 に よ り 、 熟 語 や 動 詞 句 、 複 合 名 詞

な ど の 連 語 情 報 が ます ます 豊 富 に な り ま した,,

<翻 訳 例>The exp{Dr吐b{XDm l(Dses iおs重eam.

【V3.0】 エ ク ス ポ ー トブ ー ム は 、 そ の 蒸 気 を 失 う、,

【V4.0】 輸 出 ブ ー ム は 、 そ の 力 を 失'),

《 新 機 能 》

(1>訳 した い とこ ろ を 「こ こ だ け翻 訳 」

 英 文WWWペ ー ジ や 英 文 メ ー ル 、 英 文Word文

書 な どを 見 て い る と きに 、 わ か らな い と こ ろ だ け を

翻 訳 した り、 難 しい 単 語 や 連語 の意 味 を調 べ る こ と

が で き ます,,ブ ラ ウザ やWord、 電 」監メー ル ソ フ ト

な ど、使 用 中 の ア プ リ ケー シ ョ ン(※1)ヒ で使 え

る の で 、 い ちい ち ア プ リケ ー シ ョ ンを切 り替 え る必

要 が な く便 利 で す,,
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※3ブ ラ ウザ に追 加 され る取 り込 み ボ タ ン を ク リ ッ

 クす る だ けで 見 て い る ホ ー ムペ ー ジを 画 像情 報 も

 含 め て そ の ま ま 取 り込 み で き ま す 。lnternet

 Explorer4.0/5.0の 購 読(お 気 に 入 りの 同 期)機

 能 や 他 の 巡 回 ソ フ トで 取 り込 ん で もOKで す 。

※4英 文Word/テ キ ス ト文 書 も翻 訳 ・管 理 で き ま

 す 。

※1各 種 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 幅 広 く対 応 。

 動 作 確 認 済 ア プ リ ケ ー シ ョ ン:

 Netscape Navigator3.0[ja],Netscape Communicator

 4.0/4.5/4.6[ja],Microsoft●Internet Explorer3.0

 /4.0/5.0日 本 語 版 、Outlook Express, Outlook'T'97

 /98/2000,Access97, Word97/98/2000、 メ

 モ 帳 、Excel97/2000、 Power Point97/2000、 Becky

 Internet Maill.25、 AL‐Mai132(デ ー タ に よ り 、 一

 部 翻 訳 で き な い 場 合 が あ り ま す)

※2「 翻 訳 プ ラ ス 辞 書 こ れ 一 本!」 の み 可 能 。 「翻

 訳 こ れ 一 本!」 で は 訳 語 の み 表 示 さ れ ま す,,

(2)後 か ら効 率 的 に翻 訳 で きる 「ま とめ て 翻 訳」

英 文WWWペ ー ジ を た め て お い て(※3)、 後 か

ら ま とめ て 翻 訳(※4)〔1一 括 翻 訳 は もち ろ ん 日本

語 で の 要 約(重 要 文〉 表 示 も可 能、 こ れ で大 量 の

情 報 も効 率 的 に活 用 で き ます。

                翼

    匹辺携Φ{野 庭 :v    ・三敏 〆 一曜q鵠轟 需

       ・顧壷睡薗1矧・脳 ■躍 一 ■■■

(3)「 お手軽ユーザ辞書」で翻訳精度を更に向上

ユーザが独自に使う語を自由にユーザ辞書に登録

することができます。また、英語表現でそのまま

訳語にしたい言葉を簡単に登録できるようにな り

計享あ早灘 裏藷簾 箔鉱二蕪玄為
ます(シ ャ ー プ独 自)。英 語 表 記 が 一般 的 な 固 有 名

詞(例:Visual Basic)な ど を的 確 に押 さえ る こ

とが で き る ため 、翻 訳 精 度 が 向上 し ます 。

《 その 他 の 特 長 》

(1)英 文WWWペ ー ジ を レ イア ウ トそ の ま ま に

 翻 訳 、重 要 文 のみ の要 約 翻 訳 も可 能

(2)受 信 した 英 文 メ ー ルの 自動 翻 訳(※5)

(3)Microsoft●Word97/98/2000の 英文 も原 文 レ

 イ ア ウ トを活 か して翻 訳

(4)英 語 学 習 に も役 立 つ 単 語 や 連 語 へ の 自動 訳 振

 り(※6>

(5)日 本 語 の 質 問 に答 えて い くだ け で 簡単 に 英 文

 メー ル を作 成

(6)学 習研 究 社 「英 和 辞 典 」「和 英 辞 典 」「国 語 辞 典」

r漢和辞典」も搭載     ●
(7)大 修館書店「ジーニアス英和辞典」、小学館「プ

 ログレッシブ和英中辞典」 も搭載、英作文に便利

 な 「用例検索」機能で英単語の使い方 も簡単にわ

 かる(※6)

示

〈Stcp 1一 オ ンラ イ ンで 英 文ペ ー ジの 情 報 収 集>

          1

〈Step L一 オ フ ラ イ ンで 翻 訳 、 じっくり確 認 で きる 〉

X5Microsoft●Outlook Express, Microsoft●Outlook

 TM 97/98, Netscape Messenger, Eudora Pro,Becky

 な どPOP 3準 拠 の 電 子 メ ー ル ソ フ トに 対 応 。

※6(4)、(7)はrPowerEIJ翻 訳 プ ラ ス 辞 書 こ

 れ 一 本!Ver.4.0」(CE-S 45El>の み の 機 能 で す 、,
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《動 作 条 件 》

対 応 パ ソ コ ン:下 記 のOSが 動 作 し、 CPUが

Pentium● プ ロ セ ッサ 以 上 の パ ソコ ン

OS:Microsoft●Windows●98/95ま た はMicrosoft⑧

Wndows NT⑪4.Ooperating system(日 本 語 版)

メモ リ:32MB以 上

ハ ー ドデ ィス ク:

〈翻 訳 こ れ 一本!の 場 合 〉空 き容 量48MB

〈翻 訳 プ ラ ス 辞 書 こ れ 一 本!の 場 合 〉空 き容 量43

MB(最 小)～121MB(最 大)分 割 イ ンス トー ル 可 能

デ ィス プ レイ ニVGA(640×480ド ッ ト)以 上 の 解 像

度 を もつ カ ラ ー デ ィス プ レイ

● 《,。w。rE/、シリーズ、、関するお問い合わせ先》

  シ ャー プ株 式 会 社 コ ンシ ュー マ セ ンタ ー

西 日本相 談 室TEL(06)6621-4649

東 日本相 談 室TEL(043>297-4649

《PowerE!J 紹 介 ホ ー ム ペ ー ジ 》

http://www.sharp.co.jp/sc/excite/soft map/soft.htm

・Microsoft 、Windows、WindowsNTは 、米 国Microsoft

 Corporationの 米 国 と そ の 他 の 国 々 に お け る 登 録

 商 標 で す 。

・英 文 メ ー ル 作 成 支 援 の デ ー タ は 、(株)イ ン タ ー

 グ ル ー プ が 開 発 した 英 文 レ タ ー の テ ン プ レー トデ

 ー タ 及 び 英 文 レ タ ー 作 成 ソ フ ト 「レ タ ー ナ ビ ゲ ー

 タ 」 に 基 づ い て お り、 著 作 権 は イ ン タ ー グ ル ー プ

 社 に あ り ま す 。

・そ の 他 、 記 載 さ れ て い る 会 杜 名 、 製 品 名 な ど の 固

 有 名 詞 は 各 社 の 商 標 ま た は 登 録 商 標 で す 。

●

婁
h

～ノ
○
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新製晶紹介

英 日/日 英双方向翻訳 ソフ ト

「CROSSROAD Ver3.0」
NEC

1.は じ め に 3.新 機能のご紹介

 NECで は 、1995年 にWindows版 翻 訳 ソ フ ト 「英

日翻訳 ア ダプ タ」 を 発売 以 来 、1996年 に は業 界 初 の

英 日/日 英 双 方 向翻 訳 ソフ トと して 「翻 訳 ア ダ プ タ

11」、1997年 に は イ ン タ ー ネ ッ ト対 応 で 大 幅 に 強 化 し

た 「翻 訳 ア ダプ タH CROSSROAD」 を発 売 して ま

い りま した 。発 売 以 来 ご好 評 をい た だ き 、 おか げ さ

まで 昨 年 に は 「翻訳 ア ダプ タシ リー ズ」 の総 出荷 数

が200万 本(*)を 超 え ま した 。

 今 回 、 「翻訳 ア ダプ タ11CROSSROAD」 を さら

に 強 化 し、後 継 製 品 と し て 名 前 も 新 た に

「CROSSROAD Ver3.0」 を発 売 す る こ と に な りま

した 。

    (*)パ ソコ ンプ リイ ンス トー ル を 含 む,,

3-1.デ ザ イ ンー 新 の ユ ー ザ イ ン ター フ ェ イス

 「翻 訳 ア ダ プ タn CROSSROAD」 で お な じみ の

シ ス テ ム ボ タ ンや 翻 訳BOXな どを 、操 作 方 法 は 継

承 しなが ら、 よ りわ か りや す い デ ザ イン に一 新 し ま

した 。

                      ●

シス テ ム ボ タ ン

2.「CROSSROAD Ver3.0」 の 概 要

 「CROSSROAD Ver3.0」 で は 、英 日/日 英 各翻

訳 辞 書 を強 化 し、 そ れ ぞ れ12万 語 と し ま した。 加 え

て 日英 で は固 有 名 詞 辞 書6万 語 と会 話 用 語 辞 書600

語 を標 準 添付 し ま した。

また 、 日本 語音 声 認 識 機 能 、英 語 音 声 合成 機 能 を搭

載 し、 業 界 初 の 日本 語 音 声 認 識 → 日英 機 械 翻 訳 → 英

語 音 声 合 成 の シー ム レス な連 携 を実 現 し ま した。

さ らに 、ユ ー ザ イ ン ター フ ェ イ ス も一 新 し、マ ウ ス

を置 くだ け の 「簡単 辞書 検 索 」 機 能 、指 定 され た フ

ォル ダ配 下 の フ ァ イルす べ て を翻 訳 す る 「フ ォル ダ

翻 訳」 機 能 な ど、 よ り一 層 の 操 作 性 向 上 を はか りま

した 。

 そ の 他 辞書 関 係 にお い ては 、 ユ ーザ 辞 書 、ホ ーム

ペ ー ジか ら提 供す るNEC最 新 用 語 辞 書 、 豊 富 な 専

門 用語 辞 書(オ プ シ ョン)を 効 果 的 に ご利 用 に なれ

る よ うに 、 辞書 を6個 まで(基 本 辞 書 含 まず)設 定

可 能 に し ま した,,ま た 「翻 訳 ソ フ ト共 通 仕 様 ユ ー ザ

辞 書 コ ンバ ー タ」 も搭 載 して お ります の で 、 従 来 の

資 産 を 無駄 にせ ず 有 効 利 用 が 可 能 で す,,

翻駅BO×

鍵 、

原文域・

 図1翻 訳 画 面

駅文域・

3-2.日 本 語 音 声 認 識 と英 語 音 声 合 成 との 連携

 NEC「SmartVoice」 日 本 語 音 声 認 識 エ ン ジ ン と

Lernout&Hauspie Speech Products N.V.社 「TTS3000

/M」 英語 音 声 合 成 エ ン ジ ンを 搭 載 し ま した 。 これ

ら と 日英 翻訳 機 能 と組 み 合 わせ る こ とで 、 マ イ ク に

向 か っ て 日本語 で 話す と、 自動 的 に 翻訳 され た 結 果

の 英 文 を ス ピー カ か ら聞 く こ とが で き ます 。

〈注 意 事項 〉

音声 認識 を利 用す る に は 、 別途 マ イ クを ご用 意 くだ

さい,}ヘ ッ ドセ ッ トマ イ ク(NEC PK-SUOO3)推 奨.

使 用 環 境 、語 彙 、 発声 の しか た 、 発 声 の ス ピー ドな

どに よっ て は 、音 声 が 十分 に認 識 され な い場 合 が あ
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り ます 。

事 前 にお 客 様 の 声 をお 使 いの パ ソ コ ンに 登録 して い

た だ く必 要 が あ ります 。 少 な く と も5文(50文 以 上

を推 奨)を 発 声 して くだ さい。

3-3.マ ウス を置 くだ けの 簡単 辞 書 検 索

 ロ ジ カ ル テ ック社 「LT-CAT'S EYE PRO」 辞 書

検 索 エ ン ジ ン を搭 載 して い ます の で 、マ ウ ス カー ソ

ル を置 くだ け(ク リ ック不 要)で 、対 象語 を判 別 し

て 辞 書 検索 す る こ とが で き ます 。

図2簡 単辞書検索

3-4.最 新 ブ ラ ウ ザ に も 対 応 した ブ ラ ウ ザ 翻 訳

 最 新 ブ ラ ウ ザlnternet Explorer5.0, Netscape

Navigator4.6に 対 応 して い ま す 。

just Imagine

"匹c罵Uu隠M匿D脇

M,レ 幽 喚亭"レレ順 臨蹴自飢r襯い胸π囲

2瀧 糠 淑 鵬 譜 一幽
鴨 閥時刊陶曜軸■韻鄭瓢ψ鯛騰翫「7A

4.機 能仕様

ブラウザ翻訳

キ ャ ッ シュ翻 訳

些
層E{:MULTIM日DIA

趣踊 楓 」ノ電'辱一,Mu,■ 蜘 ゆ,冒「一,・・'

糀 撒 轟… 開 ・購
嚇r`'1響  ρ  1孕 κ爵  碑 楓 ●rハ

図3ブ ラウザ翻訳

 Microsoft● Internet Explorer,

Netscape Navigatorに 対 応

:上 記 ブ ラ ウザ の キ ャ ッ シ ュ デ ー

 タ 、The PointCast Networkの チ

 ャ ン ネ ル ビ ュ ー ア の 保 存 記 事 デ

ー タ に 対 応

:MS-DOSテ キ ス ト、Microsoft⑪

         Wordの ファイル(doc),Microsoft●

         PowerPoint● の フ ァ イル(PPS)、

         Microsoft● Excelの フ ァ イル 、

         HTMLフ ァ イ ル(htm)、 リ ッ チ

         テ キ ス ト(rtf)、ヘ ル プ フ ァ イ ル

         (hlp)、ラ イ ト文 書(Wfl)に 対 応

フ ォル ダ翻 訳  :対 象 フ ァイ ルは フ ァ イ ル翻 訳 と

         同 様

タ イマ ー 翻訳  :指 定 時 刻 に キ ャ ッシ ュ翻 訳 、 自

         動 巡 回 翻 訳 、 一括 翻 訳 の 翻 訳 処

         理 可 能 。 指 定 日 ・毎週 ・毎 日お

         よび 開 始 時 間 の指 定 可 能 。

例 文 検 索 機 能  :高 速 全 文 検索 エ ンジ ン搭 載

CD-ROM検 索 機 能:EPWING規 約2版 の 一 部 に 対

         応

基 本 辞 書    :日 英12万 語 英 日12万 語

日英 固 有 名 詞 辞 書:6万 語

日英 会 話 用 語 辞 書:600語

専 門用 語 辞 書  :31分 野60万 語(オ プ シ ョ ン)

ユ ーザ 辞 書 登録 :登 録 語 数 無制 限(動 詞 登録 も可

         能)

日英 対 象例 文  :約2万 文

E‐mai1サ ンプ ル 集:基 本 書 式 約150書 式 。 基 本 例 文

         約1000文 。

日本 語 音 声 認 識 エ ンジ ン:NEC「SmartVoice」

英 語 音 声 合 成 エ ン ジ ン:Lernout&Hauspie Speech

           Products N,V,社 「TTS3000

           /M」

辞 書 検 索 エ ンジン :ロ ジ カ ル テ ッ ク社 「LT-CAT'S

         EYE PROS

フ ァ イル翻 訳

5.動 作環境

基本装置

CPU

解像度

メモリ容量

デ ィスク容 量

:Microsoft●Windows●95/98お よ び

WindowsNT4.0日 本 語版 が 動 作 す る

機 種

 (音声 認 識 に はマ イ クが必 要)

:Pentium90MHz以 上 推 奨(音 声 認 識

に はPentium11266MHz以 上)

:640×480ド ッ ト以 上推 奨

:32Mバ イ ト以 上推 奨

 (音声 認 識 に は64Mバ イ ト以 上 〉

:180MB(モ ジ ュ ー ル 分 割 ・選 択 イ

 ン ス トー ル 可)
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本

各

媒

価

:CD-ROMの み

:12,000円(税 別)

6.お 問 い 合 わ せ 先

「NEC meshPLUSサ ポ ー ト窓 口」

東 京都 港 区芝 浦4丁 目14-22(NEC大 東 田町 ビ ル)

 NECフ ロ ン トオ フ ィス シ ス テ ム事 業部

TEL

FAX

E‐maiI

URL

TEL受 付 時 間

U3-3956-8343

二〇3-3456-6348

meshplus@mis.mms.mt.nec.co.jp

http://meshplus.mesh.ne.jp/

:io:oo iz:oo

13:00-17:00

 (土 、 日 、 祝 日 を 除 く)

事務周だより

役 員 の 紹 介

第,回 通常総会終了時におけるAAM。 の理事濫 事の方。は次の、お りですのでお矢,らせいた します.●

(任期は後半のあと1年)

                              (1999年6月 現在、敬称略、川頁不同〉

長会

長会副

〃

〃

理 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監 事

〃

田中穂積

小谷泰造

辻井潤一

丸山 武

長尾 真

吉川英一

浅田 篤

岡村 正

小高俊彦

三木弼一

牛尾真太郎

田中達雄

野村浩郷

石崎 俊

佐藤清俊

勝田美保子

東京工業大学大学院 情報理工学研究科 教授

株式会社インターグループ 代表取締役

東京大学大学院 理学系研究科 情報科学専攻 教授

富士通株式会社 代表取締役副杜長

京都大学 総長

日本電気株式会社 常務取締役

シャープ株式会社 常任顧問

株式会社東芝 取締役上席常務

株式会社日立製作所 専務取締役

松下電器産業株式会社 取締役

沖電気工業株式会社 常務取締役

社団法人 日本電子工業振興協会 専務理事

九州工業大学情報工学部 知能情報工学教室 教授

慶応義塾大学 環境情報学部 教授

社団法 人日本電子工業振興協会 常任理事

株式会社f'印 代表取締役
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事務局だより

協 会 活 動 報 告
 (1999年9月 ～6月)

第9回 通 常 総 会

成 果 報 告 会

演

事

 

委

 

 

計

営

講

理

ムム
運
●

   会

   会

監  査

 員 会

市場 動向調査 委員 会

技 術動向調査 委員 会

  ネ ッ トワー ク翻 訳研 究 会

r

機 械 翻 訳 白 書WG

6月1811

6月18日

6月18口

5月27日

4月27日

5月13日

4月16日

5月28日

6月25日

4月16日

5月28日

6月25日

4月2El

5月14日

6月29日

6月11日

MT Summit VQ実 行 委 員 会  4月5口

5月18日

①'98年 度 事 業 報 告 ②'98年 度 決 算 報 告 (3)'991=度'1喋 、ll'画

④'99年 度 予 算 ⑤ 理 事 交 替

① 技 術 動 向 調 査 委 員 会 ② 市場 動 向 調 査 委 員 会

③ ネ ッ トワ ー ク翻 訳 研 究 会

④MT Summit VIIプ ロ グ ラ ム 委 員 会

「最 新 シ ン ガポ ー ルの 紹 介」 シ ンガ ポ ー ル政 府 観 光 局 森 川勝11ll氏

(D'98年 度 事 業 報告 案 ②'98年 度 決 算 報 告 案 (ご3,理`}佼替 、 そ の 他

1998年 度 の 会 計 監 査

①'98年 度 事 業 報告 案 ②'98年 度 決 算 報 告 案

③ 第9回 通 常 総 会 企 画 ④ シ ン ガ ポ ー ルサ ミッ ト、 他

①MT市 場 調 査 ②MT白 書へ の 協 力 (3)シ ン ガポ ー ルサ ミッ ト

④ 本 年 度 のAAMT事 業 計 画 、 そ の 他

①MT市 場 調 査 プ ロバ イ ダー ア ン ケ ー トの 分 析

② 専 門 家 イ ン タ ビ ュー 計 画 ③MT〔 膚 ④ シ ンガ ボ ー ノレサ ミッ ト

⑤ 成 果 報 告 会 準 備

①MT市 場 調 査 イ ン タ ビュ ー計 画 (2)MT白1!:

③ シ ン ガポ ー ル サ ミッ ト

①MT市 場 調 査 ②MT白 書 へ の 協 力 (3)シ ン ガポ ー ルサ ミッ ト

④ 本 年 度 のAAMT事 業 計 画 、 そ の 他

①MT市 場 調 査 プ ロバ イ ダー ア ン ケー トの 分 析

② 専 門 家 イ ン タ ビュ ー 計 画 (3)MT白 、奮1:伽 シ ン ガホ ー ルサ ミッ ト

⑤ 成 果 報 告 会 準 備

①MT市 場 調 査 イ ン タ ビュ ー 計 画 (2)MT白 、ll:

③ シ ン ガポ ー ル サ ミッ ト

① 本 年 度 の研 究 活 動 の 進 め 方 ② 対 訳 デ ー タ評 価

③ イ ン ター ネ ッ ト機 械 翻 訳 の 評 価

④ シ ン ガポ ー ルサ ミ ッ・トへ の 論 文応 募 (S;MT白,1;:

① 対 訳 デ ー タお よび イ ン ター ネ ッ ト機 械 翻訳 の評 価

②.シ ン ガポ ー ルサ ミ ッ ト (3;成 果 報 告 会 、 他

¢ ヒ ア リ ン グ XMLに つ い て IBM、 浦 本[[ll:彦氏

(2)シ ン ガポ ー ルサ ミ ッ ト (3)MT白 書:、他

(1)MT自 書 の 企 画 、 目次 の 構 成 (2)各 章 の分 担

(3)専門 機 関 との タ イ ア ッ プ

シ ンガ ポー ルLOCと の打 合 せ

Dc Low, Ms. Victorine Chen‐Toh

① シ ン ガポ ー ルサ ミ ッ ト企 画 状 況

(2)田中 会長 の シ ン ガポ ー ル訪 問 計 画 とこ れ か らの進 め 方
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